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１．研究計画の概要 

本研究は、平安時代の院政期に活躍した
勧修寺法務寛信（1084－1153）の、数多くの、
そして多彩な撰述書が、日本語史研究資料、
特に書記史、文体史に資する有益な文献であ
るとの認識から、その古写本の実地調査を行
い、当該文献群の資料的性格の解明と書記史、
文体史研究の新たな方向性を提示すること
を目的とする。この目的を達成するために、
以下のような研究計画を立てた。 
（１）勧修寺法務寛信の関係した文献は、撰
述書、訓点資料、和歌、日記等多岐にわたる。
これらが、どこにどのような形で所蔵されて
いるかを調査する。具体的には、以下の諸寺
院を中心に現地調査を行う。 
①東寺 
②高山寺 
③石山寺 
（２）上記の寺院等で実地に原本に従って、
書誌的情報及び語学的情報（書記、文体）を
記録し、データとして蓄積する。 
（３）文献ごとに、書記上の特性を軸に、こ
れと文体、語彙・語法上の特徴との相関を観
察する。 
（４）勧修寺法務寛信以外の、当時の書記・
文体の全体的状況を踏まえることで、寛信の
言語資料を相対化する。 
 
２．研究の進捗状況 

これまで推進した研究内容の進捗状況を
纏めれば、大凡以下のとおりである。 
（１）寺院経蔵における原本実地調査の実施 
 近畿地方の、京都市の東寺、高山寺及び大
津市・石山寺の古寺院経蔵を軸として、勧修
寺法務寛信の自筆本、撰述書、手沢本、伝領
本など、彼にゆかりのある文献を広く探索

し、現地において原本調査を行った。 
 日本語史の、特に書記史・文体史の資料と
して活用するためには、原本を実見すること
が不可欠であり、書誌的、文献学的情報も含
めて調書をとった。 
（２）研究成果の公開 
具体的には、次項５の研究発表（雑誌論文）

のそれぞれであるが、とりわけ、「翻刻・翻
字の限界ー日本語史研究の立場からー」（岩
波書店『文学』11-5、2010）は、原本調査を
行い、これを活字に置き換えて本文データを
提供する上でどういった問題が生ずるかに
ついての理論的考察を行ったものであり、
「勧修寺法務寛信の言語生活について」（『言
語変化の分析と理論』おうふう、2010）は、
勧修寺法務寛信の多面的な書記生活の実態
の全体像を俯瞰したものであり、当初予想し
た以上に、院政期における、勧修寺法務寛信
の記録的活動の意義は甚大であることが確
認された。具体的には、事相書、日記、表白
の漢文的述作が中国古典文（正格漢文）に準
拠するものから記録体（変体漢文）に及ぶさ
まざまな幅のあることがわかり、仮名書き資
料、訓点資料（主として東大寺点を使用）、
和歌、字書に至るまで、広範に彼の言語活動
の足跡を辿ることができ、「読む」「聞く」「話
す」「書く」の四要素に亘り、勧修寺法務寛
信がどういった言葉の生活を営んでいたか
の大凡の実態を解明することができた。 

（３）現段階の状況と今後の課題 

 本研究の３年目にあたる前年度は、研究計
画に沿って予定通り進められているかどう
かの点検も行いながら、推進した。 
上記のような成果が得られるとともに、次

のような課題の存することも明らかになり、
これらが本年度以降の課題となる。 
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①漢文資料において未調査の文献が多数存
することが確認され、原本調査の継続が必要
であること。 
②寛信撰述書の書記、文体史的意義を明確に
するために比較材料を探索して相対化を図
ることが必要であること。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
当初の研究計画に沿って、変更なく遂行でき
ている。今後も、所蔵寺院との協力を維持し
てゆけば、計画通りの遂行は可能であると判
断される。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）ヨーロッパ日本研究協会(EAJS)第13回
国際会議（エストニア・タリン大学：８月２
４～２７日）に参加して、「The Scope and 
Prospects of Kunten Research in Japan」の
総合題目の下、４名の研究者が各専門領域の
内容ごとに発表を行う。このうち、山本は「
和化漢文の文体的特徴とその国語学的な貢献
」と題して、寛信撰述書の多種多様な変体（
和化）漢文資料を紹介し、文体的特徴の指標
を提示し、院政期変体（和化）漢文体の全体
像を展望する内容を予定している。すでに発
表の申し込みは済んでおり、発表許可の審査
を通過している。 
（２）近畿地方の京都市・高山寺、東寺、奈
良市・奈良文化財研究所等に所蔵の院政期漢
文体資料の調査を実地に行い、寛信撰述書の
文体的特徴を記述するための比較材料を収集
し、分析を行う。今年度は、特に寛信の日記
、事相書、表白の特徴を記述するための補足
調査を実施する予定である。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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上義について、古典語研究の焦点（武蔵野書
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語の生態、2008 年 9 月 20 日、第 13 回全国近
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②山本真吾、変体漢文解読の方法と実際ー変
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